
《参考》地震による東名高速と中央道の交通状況の変化

１）交通量の状況

　　　※対比する前年は、平成20年8月7日（金曜）～17日（日曜）の期間

２）渋滞の状況

＜10km以上の渋滞回数＞

　【通行止めをしていない期間（8月6日～10日、16日 ： 6日間）】 　【通行止めをしていた期間（8月11日～15日 ： 5日間）】

　8月11日（火曜）午前5時7分頃に発生した駿河湾を震源とする地震の影響で、東名高速道路の一部区間
が通行止めになったことによる交通状況の変化についてまとめました。

■東名の交通量は、通行止めをしていない期間（6日～10日）で前年に比べ約6％増加していました
が、通行止めをしていた期間（11日～15日）では、約9％～50％、平均で約25％、約25千台/日減少しまし
た。
■迂回路となった中央道の交通量は、通行止めをしていない期間（6日～10日）で前年に比べ約11％増加し、
通行止めをしていた期間（11日～15日）では、約19％～41％、平均で約29％、約18千台/日と更に増加しま
した。

■東名の渋滞は、通行止めをしていない期間（6日～10日、16日）で前年に比べ約90％増加しました
が、通行止めをしていた期間では、約40％減少しました。
■迂回路となった中央道の渋滞は、通行止めをしていない期間（6日～10日、16日）で前年に比べ約30％の
増加でしたが、通行止めをしていた期間　（11日～15日）では、約70％と更に増加しました。
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地震発生　11日　5：07
下り線通行止め解除
１２日　24：00

上り線通行止め解除
１５日　24：00


